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 調査対象者は、通所介護サービスを利用している地域在住高齢者 200 名であり、男性 53










































2.  高齢者の孤独感が及ぼす影響として、高齢者の孤独感と生理学的指標との関連は認め 
られなかった。  
3.  地域在住高齢者へのコラージュの効果は認められず、孤独感を緩和する支援方法とし 
てコラージュの効果の検証には至らなかった。  
 
本研究では、通所介護サービスを利用している地域在住高齢者の孤独感を把握するため
の要因が明らかになり、高齢者の孤独感は、社会参加の有無と住宅形態を活用して把握し
ていく。そして、今回は予備的検討として孤独感の生理学的指標に及ぼす影響は認められ
なかったが、今後も調査対象者を拡大し、高齢者の孤独感が生理学的指標に及ぼす影響と
孤独感を緩和する支援方法の検討を継続して実施していく。 
 
